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提出意見

「電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法施行規則の一部を改正する省
令案等」に対する意見【Ｎｏ．３】

・該当箇所
「新たな出力制御システムの下での再生可能エネルギーの最大限導入」
全体について

・意見内容 
出力制御の対象を10kW未満の小規模設備まで一気に拡大するような急激な変更や、既存電力会社を
「指定電気事業者」として認定し、その事業者に再生可能エネルギー買取の抑制を無補償無制限に認める
とする変更は、再生可能エネルギーからの電力の買取を事業者に義務づけ、再エネを拡大する、という再
生可能エネルギー特措法の根本理念を歪めるもので、確実に再生可能エネルギーの導入機運を委縮させ
ます。

負の影響を可能な限り軽減するためには、急激な事業環境変化を避け、複数のシナリオ、施策案の周到
な影響評価を行ったのちに決定しなければなりません。

・理由
昨年度末の駆け込み認定、接続申込の集中も一段落し、今年度の固定買取価格の低下や急激な円安や
建設にかかる人件費高騰による設置コストの上昇等の影響もあり、9月末の接続保留問題以前の今年度
の設備認定数は大幅に減少してきています。
さらに追い打ちをかけるように本年9月以降に発生した複数電力会社による一方的な再生可能エネルギー
接続保留という突然の異常事態によって、再生可能エネルギー関係事業者やユーザーは大変な混乱に見
舞われました。

こうした環境下にあって、当初３年間のプレミアム期間終了により見込まれる次年度の固定買取価格の一
層の低下観測、今般の運用見直し提案にあるような出力制御範囲の拡大と無補償出力制御による収益下
振れリスク、制御機器導入等による設置コスト上昇等が加われば、収益性や事業予見性が大きく損なわ
れ、銀行などからの借り入れも低調になり、再生可能エネルギー拡大に極めて厳しい冷や水を浴びせるこ
とになります。


